
株式会社ジェイコム千葉 東関東局 

2022年度 放送番組審議会 議事録 

 

2022年度のジェイコム千葉 東関東局放送番組審議会は、2023年 3月 31日（金）に東関東局 

1階大会議室にて開催された。 

 

＜放送番組審議会委員＞ 

■ご出席 

伊東 晋 様 

坂詰 宮子 様  

佐藤 英明 様 

関 学 様 

田口 惠一 様 

   ■ご欠席 

庄子 進 様 

平井 克己 様 

（50音順） 

 

＜放送番組審議会会長の選出＞ （事業者事務局） 

会長に田口委員を選出した。 

 

＜ジェイコム千葉 東関東局 現況ご報告＞ （事業者） 

  事業者側から今年度のジェイコム千葉 東関東局概況について報告を行った。 

 

＜J:COM チャンネルご報告＞ （事業者） 

事業者側から今年度の J:COM チャンネルでの以下番組について報告を行った。 

  ・LIVEニュース 

  ・WEEKLY トピックス 

  ・東関東オンエアー 純喫茶 塙 

  ・GREEN ROCKETS TRY STATION 

  ・第 74回 東葛飾地方中学校駅伝競走大会（東葛駅伝） 

  ・第 28回 手賀沼エコマラソン 

  ・ふくあじ 



  ・ジモトに乾杯！居酒屋小堺クン 

  ・第 104回 全国高校野球選手権千葉大会 生中継 

  ・MARINES FREAKS 

  ・千葉ジェッツ公式応援番組 ジェッツだゼ 

  ・ジェフユナイテッド市原・千葉応援番組 ジェフ１ 

  ・ちばのミライ～知事室へようこそ～ 

 

＜質疑応答・意見交換＞ （田口会長による進行） 

  

委員 

・番組のクオリティや画質がこれまでに比べるとかなり上がっている印象である。 

・LIVEニュース、WEEKLY トピックスともに、地上波と同様の臨場感がある。 

・グルメ情報については、地元ならではのすぐに行けるお店をふんだんに取り上げてくれて 

いるので、地域の活性化につながる。 

・キャスターについては、昔から出演している馴染み深い方がテレビ画面に出てくると、とても 

安心感があり、応援したい気持ちになる。 

 

委員 

・番組自体のデザインが非常に見やすく、読みやすい。 

・内容も親しみやすい作りであり、地元感あふれている。 

・市の広報誌では伝えきれない、映像ならではの臨場感があり、市民の役に立っている印象。 

・「ふくあじ」については、地元以外の美味しいお店の情報が得られる点も評価。 

・我孫子市ふるさと大使 塙宣之さん出演の番組が非常に親しみ深く、好印象。 

 

委員 

・以前のデイリーニュースの際は、どの話題がいつ取り上げられるのかが分からなかったが、 

現在の LIVEニュースでは、曜日ごとにエリアが固定されているので非常に分かりやすい。 

  ・LIVEニュースの中継キーステーションについて、固定ではなく、スポットで中継場所を変えて 

いる工夫が良い。 

  ・「東関東オンエアー 純喫茶 塙」は、ケーブルテレビの放送のみならず、YouTubeでも配信 

されているという手法が今の時代に合っており、放送・通信の双方が入口である点も 

興味深い。 

・放送番組のうち、どの程度が YouTube配信を行っているか？ 

 

事業者 

・「東関東オンエアー 純喫茶 塙」と「GREEN ROCKETS TRY STATION」で YouTube配信を 



行っている。その他の番組は地域情報アプリ「ど・ろーかる」で配信している。 

 

委員 

・「ど・ろーかる」アプリが入り口では、視聴のハードル高いと感じるので、YouTube を積極的に

検討してはどうか？ 

 

事業者 

 ・貴重なご意見として、今後の検討事項としたい。 

 

委員 

 ・東葛駅伝や高校野球地方大会など、地元スポーツは地元民としては関心が深いので良い 

取り組みであり、今後も継続して欲しい。 

 ・鎌ケ谷市は北海道日本ハムファイターズのファーム地であるが、J:COMは札幌もサービス提 

供エリアなので、札幌（1軍）と鎌ケ谷（2軍）の連携番組も面白いのではないか。 

 

委員 

 ・地域密着という意味では、スタジオから出て地元エリアで中継を行う点は良いが、知事インタビ

ューのようなしっかりとした番組作りもこれからは必要であると思う。 

  ケーブルテレビを牽引する企業として、キー局に近い番組作りを検討する時期ではないか。 

  カジュアルな作りの親しみやすい番組も必要であるが、多少かしこまった番組も目指しては良

いのではないかと感じている。 

・アメリカでは多チャンネルの加入者がピーク時の約半数にまで減少し、逆にネット（通信）へシ

フトしている。日本は今後放送と通信をどう融合させていくのか、放送は番組制作が肝なので、

そこを追求して欲しい。 

 

委員 

・スポーツ番組には台本がなく、視聴者の心を掴みやすい。 

・東葛駅伝に過去出場の選手が高校へ進学後にインターハイへ出場し、更には箱根駅伝にも

出場したことがあったので、こうした選手を追いかけるような試みも面白いのではないか。 

 

 

＜閉会＞ （事業者事務局） 

   本日頂戴した番組に対する貴重なご意見・ご要望を今後の番組制作に活かしていくことを 

事務局よりお伝えし、放送番組審議会を終了した。 

 

以上 


